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論 文 内 容 の 要 旨
近代日本において、ミシンという機械の導入がどのような過程を迪ったのか、ミシンという機械の 
導入によって行われる衣服製造部門の産業化がどのような過程を迪ったのか、経済史的に明らかにし 
た研究である。章別構成は次の通りである。
序 章 本 稿 の 課 題 と ミシンの特徴
第 1部ミシンの普及と多様性
第 1 章日本におけるミシンの輸入動向と普及経路の展開 
第 2 章ミシンのグローバル性と東アジアの衣服産業 
第 3 章ミシンの多様性
第 2 部衣服産業の展開  
第 1 章ミシン普及の衣服産業の関連
第 2 章 20世紀前半日本の帽子業一フェルト帽子を取り巻く状況
第 3 章 20世紀前半の衣料品部門産業化と中規模仕立業一兵庫県姫路市藤本仕立店の事例か
ら ー
終章普及性と共時性の資本主義
まず、序章では、ミシンや衣料品産業の経済史的研究が少ないことを指摘して、本研究の意義を強 
調した後、紡績業、織物業などの他の繊維機械と対比したミシンの特徴として、その簡便性（小型、 
軽量 ) 、工場にも家庭にも設置される自由度の高さが指摘される。
第 1 部は、ミシンの普及過程の分析である。第 1 章ではミシンの輸入動向が明らかにされ、1900 
年頃からの急速な普及が明らかにされる。設置先は、陸軍被服敞のような大規模工場、足袋•帽子製 
造や労働者向け仕事着製造の中規模業者、個人営業のテーラー • 仕立て屋、洋裁の普及と並行する家 
庭など、多様である。第 2 章は、20世紀前半の日本市場をほぼ独占したシンガー社の世界戦略と東 
アジア戦略が明らかにされる。日本による植民地化とも関係するが、日本、台湾、朝鮮半島、中国で、 
ほぼ同時的にシンガー社のミシンが普及して行っていることが印象的である。第 3 章は、ミシンの 
多様性という表題のもと、設置先の多様性（大規模工場から家庭まで）、縫製対 象（素材や縫製部分） 
の多様性に特殊的に対応するための機械的多様性、ミシンによって製造される製品の多様性が、明ら 
かにされる。
第 2 部は、ミシンを導入した衣服産業の展開状況の分析である。第 1 章は、衣服産業の展開が、 
地域的には、集中型、中間型、分散型という3 つに類型化されること、生産体制としては、大規模 
型 （工場 ) 、中 規 模 型 （自家工場と委託生産の併用）、小 規 模 型 （自家営業 ) 、家庭消費という4 タイ 
プを、それぞれについて、『工場通覧』などから事例を挙げながら分析した。第 2 章は、大規模工場 
が出現した帽子業について、製 品 • 素材の輸出入の動向、生産体制展開の動向、一部での大規模工場 
化、などが明らかにされる。第 3 章は、兵庫県姫路市藤本仕立店を取り上げ、労働者向け仕事着生 
産から柔道着などへの展開によって、5 0 年以上にわたって存続した、中規模衣服生産の動向が分析 
される。
終章では、以上の、ミシンという機械の独自なあり方と、その機械を導入した衣服生産部門の産業 
化の状況をふまえ、この部門から見た資本主義経済を、普及性と共時性という言葉でとらえ、集中性 
や先進 • 後進関係によって特徴付けられた、近代資本主義の経済史像を相対化することを提案してい 
る。
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
3 人の審査委員が一致して、次のような点で、この論文に高い評価が与えられると判断した。
①繊維産業において、経済史研究が盛んな川上の紡績 • 製糸業、川中の織物業に対し、ほとんど研究 
が空白であった衣服産業に取り組み、ミシンの導入 • 普及過程や衣服産業の展開（戦前）を、一定程 
度ではあるが、明らかにした研究史上の意義は大きい。
②紡績や織物機械との対比したミシンという機械の特質（簡便性。設置形態の多様性）に注目し、そ 
の導入 • 普及の過程を明らかにした。
③多様な生産体制が展開する衣服産業の産業化について、比較的大規模な工場化の方向へ進んだ帽子 
製造業と、小規模自家工場と委託生産の複合という方向へ進んだ仕立業（仕事着、運動着）の具体例 
を分析した。 この部分は、今後の研究によって、事例の増加が期待される。
④シンガー社の世界戦略や、東アジアでのファッションの共時化など、広い関心と大きな視野をもつ 
研究で、今後の展開の可能性が期待される。
⑤ 1次資料、各種報告書、統計書、会社パンフレットなど、経済史研究に不可欠な資料分析の能力は 
獲得できている。
以上と重複するが、ミシンは、一般に家庭用器具の一種として軽視されがちであり、そのことが経 
済史的研究を怠らせた一つの原因ではないかと思われるが、実際にはかなり完成度の高い精密機械で 
あり、ミシンの機械としての特殊性を把握した上で、その利用による衣服製造部門の産業化を分析す 
るという研究計画は、非常に高く評価される、という意見、あるいは、「普及性と共時性の資本主義」 
という構想についても、細部の詰めは必要であるが、その着想と意図を高く評価するという意見があ 
ったことを付記したい。
なお、平 成 21年 12月 8 日に公聴会が行われ、学位申請者の論文内容報告、審査委員の質問、研 
究科教員の質問が行われた。それぞれの質問に対する申請者の回答は的確なものであった。
以上、審査委員による審査結果を総合し、上記論文は、課程博士の学位に十分に値する業績である 
と判断する。
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